
個
人
質
問

防
災
無
線
に
つ
い
て

問
　　
防
災
・
減
災
の
対
策
の
一
つ
と
し

て
、
迅
速
か
つ
確
実
な
情
報
伝
達
が
大
変
重

要
と
考
え
ま
す
が
、
防
災
行
政
無
線
の
在
り

方
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　　
市
長　

防
災
・
減
災
対
策
の
推
進

に
つ
い
て
は
、行
政
の
重
要
な
責
務
で
あ
る
と
理

解
し
、第
２
次
山
武
市
総
合
計
画
の
施
策
に
も

掲
げ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
も
、防
災
情
報
を

迅
速
か
つ
正
確
に
市
民
に
伝
え
る
こ
と
は
、極

め
て
重
要
で
あ
り
、そ
の
主
た
る
手
段
で
あ
る

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
、し
っ
か
り
と
整
備

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
既
存
の
防
災
行
政
無
線
は

風
雨
で
聞
こ
え
づ
ら
い
。海
岸
部
で
は
、電
波

干
渉
の
た
め
、
戸
別
受
信
機
や
屋
外
子
局
が

電
波
を
受
信
で
き
な
い
等
の
問
題
も
抱
え
て

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
消
す
べ

く
、
防
災
行
政
無
線
の
多
重
化
を
平
成
30

年
か
ら
着
手
し
、
今
年
度
末
ま
で
に
新
規
シ

ス
テ
ム
の
導
入
と
海
岸
部
へ
の
高
性
能
ス

ピ
ー
カ
ー
の
設
置
を
完
了
さ
せ
る
予
定
で
す
。

問
　　
こ
の
た
び
導
入
す
る
新
規
シ
ス
テ

ム
の
概
要
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　　

総
務
部
長　

既
存
の
戸
別
受
信

機
は
そ
の
ま
ま
に
、
新
規
シ
ス
テ
ム
で
は
、ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
専
用

ア
プ
リ
に
よ
る
情
報
伝
達
が
可
能
と
な
り
ま

す
。こ
れ
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
使
用

す
る
こ
と
で
、現
在
問
題
と
な
っ
て
い
る
電
波

受
信
障
害
の
解
消
を
図
り
、
さ
ら
に
は
受
信

確
認
機
能
の
利
用
に
よ
り
、
災
害
時
の
安
否

確
認
等
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、海
岸
部
で
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回

線
を
使
用
し
た
屋
外
子
局
の
増
設
お
よ
び
高

性
能
ス
ピ
ー
カ
ー
の
設
置
に
よ
り
電
波
障
害

を
克
服
し
、情
報
伝
達
の
確
実
性
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

問
　　
新
規
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
向
け
た

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　　
総
務
部
長　
新
規
シ
ス
テ
ム
導
入

に
関
す
る
契
約
に
つ
い
て
は
、
工
事
部
分
も

含
め
、今
年
３
月
に
締
結
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、屋
外
子
局
の
建
設
用
地
に
つ
い
て
、

地
権
者
や
関
係
業
者
と
調
整
を
行
っ
て
お
り
、

９
月
か
ら
は
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
市
民
向
け
ア
プ
リ
の
登
録
に
つ
い

て
は
、
来
年
１
月
か
ら
各
地
区
で
の
説
明
会

の
開
催
後
、逐
次
、普
及
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

戸
別
受
信
機
に
つ
い
て
は
、８
月
・
11
月
・

２
月
の
３
回
に
分
け
て
納
入
を
予
定
し
て
お
り
、

準
備
が
整
い
次
第
、順
次
交
付
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、す
べ
て
の
運
用
開
始
は
、令
和
４

年
４
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

公
共
交
通
に
つ
い
て

問
　　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
基
幹
バ
ス
お

よ
び
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利
用
者
数
の
推
移
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　　
総
合
政
策
部
長　

市
で
は
、
市
民

の
交
通
手
段
の
確
保
の
た
め
、
運
行
便
数
や

運
行
時
間
は
そ
の
ま
ま
に
通
常
運
行
を
継
続

し
て
い
ま
す
が
、公
共
交
通
全
体
と
し
て
、利

用
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、基
幹
バ
ス
の
利
用
者
数
は
、令
和
元
年

度
は
４
万
７
８
５
４
人
、令
和
２
年
度
は
３
万
４

６
４
０
人
で
約
28
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
、乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利
用
者
数
は
、令

和
元
年
度
は
４
万
７
４
６
２
人
、
令
和
２
年

度
は
３
万
９
１
３
１
人
で
約
18
％
の
減
少
と

な
り
ま
し
た
。

問
　　
事
業
経
費
へ
の
影
響
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

答
　　
総
合
政
策
部
長　
利
用
者
数
の
減

少
は
、
運
賃
収
入
の
減
少
と
い
う
形
で
事
業

経
営
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、基
幹
バ
ス
の
運
賃
収
入
は
、令
和
元

年
度
は
８
０
６
万
６
１
９
９
円
、
令
和
２
年

度
は
５
９
９
万
３
５
７
９
円
で
約
26
％
の
減

収
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
、乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
賃
収
入
は
、令

和
元
年
度
は
１
２
５
７
万
２
２
５
０
円
、
令

和
２
年
度
は
１
０
３
６
万
６
３
５
０
円
で
約

18
％
の
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
減
収
額
の
合
計
４
２
７
万
８
５
２

０
円
は
、市
の
負
担
と
な
り
、今
後
健
全
な
事

業
運
営
を
進
め
る
う
え
で
改
善
が
必
要
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

問
　　
基
幹
バ
ス
の
新
規
路
線
の
運
行
内

容
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　　
総
合
政
策
部
長　
現
時
点
で
の
計

画
案
と
な
り
ま
す
が
、お
答
え
し
ま
す
。

　

ま
ず
、運
行
目
的
と
し
て
は
、今
年
９
月
で
運

行
が
終
了
す
る
蓮
沼
循
環
線
の
代
替
路
線
と
し

て
運
行
す
る
も
の
で
あ
り
、蓮
沼
地
域
住
民
の
交

通
手
段
と
す
る
こ
と
に
加
え
、松
尾
地
域
の
山

室
方
面
と
松
尾
駅
か
ら
北
側
の
新
た
な
交
通
手

段
と
し
て
の
活
用
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、運
行
ル
ー
ト
は
、蓮
沼
地
域
を
起
点

と
し
、空
港
道
路
を
北
上
し
て
松
尾
駅
に
向
か

い
ま
す
。松
尾
駅
か
ら
は
、豊
岡
地
域
を
経
由

し
て
、山
室
地
区
で
折
り
返
し
、早
船
方
面
を

経
て
、再
び
松
尾
・
蓮
沼
地
域
へ
向
か
う
循
環

ル
ー
ト
で
す
。

　

停
留
所
は
51
か
所
を
新
設
予
定
で
あ
り
、

全
体
の
所
要
時
間
は
約
70
分
、運
行
本
数
は
１

日
６
便
、運
賃
は
現
行
の
基
幹
バ
ス
と
同
様
に

２
０
０
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
10
月
か
ら
１
年
間
の
実
証
実

験
運
行
後
、
本
格
運
行
す
る
よ
う
検
討
し
て

い
ま
す
。
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